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犬山市フューチャーセッション 2023～＞＞＞「想像の未来」から「創造する未来」へ。犬山を舞台に何かをやっ
てみたいと集まったメンバーが、自由に語り合い、対話から新たな価値を生み出す「創造的な語り場」です。地域の中
でつながりたい人も、つながりを創りたい人も、新たな出会いを通じて自分と犬山の未来へとつないでいきましょう。
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SEASON７テーマ まちの中でつながり直し､これからもつながり続けるには

つながる力 9/23 sat.R5

inカフェプラスアルファ
9月23日㈯、地域資源バンクに登録のある「カフェプラスアル
ファ」で、第2回のFS＠犬山を開催しました。FS初参加の13名を
含め、22名の参加者がありました。前半は、地域社会学、まちづ
くり論等を専門とされる、椙山女学園大学教授の谷口功さんをお
招きしてゲストトークタイム。後半はセッションテーマ「つなが
る力」から、人とつながる際に「私」をどう伝えるかを考えまし
た。「私を表す言葉」を書き出してグループで語り合い、言葉が
持つ力を体感する時間となりました。

つながりを整理する
今日、希薄化する人間関係やインターネットの拡

大により、これまでのリアルなつながりが減少し続
けています。「液状化する社会」と言われ不安感や
孤独感が増しています。そこでは、周りの空気を読
み、他者から求められる自分になったり、多数意見
に同調するなどして、“何のためのつながりか”では
なく、“つながりを作ることが目的”となってしまっ
ている状況があります。
またつながりは、ノイズ（煩わしさなどの抵抗）

の少ない「強いつながり（関係性）」と、ノイズの

多い「弱いつながり（関係性）」に整理することが
できます。
つながりの強度と、つながる際の前提
インターネットの検索機能は、関心の強度をます

ます高めます。ノイズの少ないインターネットを介
した関係性は、「強いつながり」を生み出し、自分
の興味を深めることができます。一方で、ノイズが
有りながらも、様々な関係性を持ち、不特定多数の
人と広くつながる「弱いつながり」によって、新し
い自分を発見していくことができます。この「ノイ
ズを受け入れること」も、「つながる力」と言える
のではないでしょうか。
そして、人と人とがつながる場面では、文化的な

背景や共通認識などの前提の有無が大きく関わりま
す。そういった前提が無くつながりを作る場合は、
文脈や事前の情報に頼らず、伝えるべきことを丁寧
に言語化する必要があります。

「つながるを言語化する」
椙山女学園大学教授 谷口功さん
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5 結果の共有

アイスブレイク2 セッション13

4セッション2

ゲストトークで「私を語る」ことの大切
さを聴いた後は、参加者でのセッション
がスタート!アイスブレイクでは、４種
の秘密の道具カードをランダムに引き、

ゲストトークでも話された「言
語化」を実際にやってみるワー
クとして、『私を表す言葉』を
できるだけたくさん用紙に書き
出しました。中には30個ほど書
き出す人も!その後、書き出し
た中から、今の自分を伝える言
葉を5つ選び、「#(ハッシュタ
グ)」をつけていきました。

今日のセッションから選んだ自分の「＃」を、一人ずつ発表しました。

つながりを言語化する
前提がなく新たな人とつながる場合は、「私」を

語り、相手に「私」を伝えていく必要があります。
では、どのように言語化して語るとよいのでしょう
か。
言語化していく際には、＜ナラティブ＞と言われ

る、語り手（私）自身が紡いでいく物語、つまり、
今も変化し続けている物語として語ることが、伝え
たい人に共感を生み出していきます。一方で、

起承転結が展開される＜ストーリー＞で伝えること
は、完結した語りとなり聞き手に関わる余地がなく、
共感が生まれにくくなります。
ノイズを受け入れ新しい自分を発見し、言語化す

ることで共感を生み、弱いつながりから始まったも
のも強いつながりへ変えていく。そうして「私の物
語」を「私たちの物語」へと展開していくのです。

それを自分の活動に活か
すならこう使いたい、と
いうアイデアを交えて自
己紹介をしました。その
後、同じカードを持つ人
たちとグループに。

各グループで、選んだ5つの「#」を使っ
て、自分の活動や未来の自分をイメージ
しながら「私」を語り合うセッションタ
イムへ。 最終的に１つの「#」を対話の

中から選んでいきました。
自分のことを客観的に見る
機会にもなり、ナラティブ
を体験する時間にもなりま
した。

▶▶▶

今回のFS＠犬山では、「私の物語」の語り合いから、参加者
同士の新しいつながりが自然にできているように感じました。
協働プラザでは、その物語につながる人・場所・モノ・機会
などをサポートしていきます!

感想
より
(一部)

グループワークで皆さんのハッシュ
タグを聞けたことで、自分と照らし
合わせもでき、「自分ってどういう
人間なのか?」をより深堀りできた。

つながりを学び、その後で実際
にグループワークでつながりを
つくれたのが、流れとしても良
く、なにより楽しかった。

”つながり･協働･コミュニティ”など自
分の職場で使われる言葉を、別の分野
で活躍される方々から語っていただく
ことで、視野が拡がり元気がでました。


